
本フォーラムは、平成25年9月30日に公表した、文部科学省研究振興
局長からの学術会議宛審議依頼への回答「国際リニアコライダー計画に関
する所見」を基に、学術コミュニティでの継続的検討（fol lowup）を行
うことを目的としています。学術会議に設置された検討委員会は、回答
の総合的所見の中で「ILC計画を我が国で実施し高い成果を挙げるため
の諸条件を余すところなく検討した上で、学術コミュニティ全体の合意
形成、さらには国民の理解を求めることが必要である。」とし、検討すべ
き重要課題を挙げています。よって、本フォーラムを開催し、広い学
術コミュニティから参加をいただき、本計画の学術的、社会的な
意義と課題について率直な意見交換を行いたいと思います。
超大型国際科学技術プロジェクトであるILC計
画を国内で推進することの是非に
関して、学術界の合意形成の一
助となることを期待します。

13:00-13:15	 経緯：家泰弘
	 （日本学術会議副会長・東京大学物性研究所教授）

13:20-14:00	 ILC でのサイエンス：	 村山斉
	 （第三部連携会員・UCバークレー校教授・東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構長）　

14:05-14:35	 ILC の加速器・測定器：山下了
	 （東京大学素粒子物理国際研究センター准教授）

14:40-15:10	 人文社会学の観点から：今田高俊
	 （第一部会員・東京工業大学名誉教授・青山学院大学客員研究員）

15:15-15:30	 休憩

15:30-15:50	 ILC 計画推進の国際体制：駒宮幸男
	 （第三部連携会員・東京大学大学院理学系研究科教授）

15:55-16:25	 学術政策・行政の観点から見た ILC：有本建男
	 （政策研究大学院大学教授・
	  （兼）科学技術振興機構研究開発戦略センター副センター長）

16:30-17:00	 地域・環境の観点から：石川幹子
	 （第三部会員・中央大学理工学部人間総合理工学科教授）

17:05-18:00	 質疑応答と全体討議 モデレーター 相原博昭
	 （第三部幹事・東京大学大学院理学系研究科教授）

問い合わせ先 	相原博昭 aihara@phys.s.u-tokyo.ac.jp
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